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福井町長 おはようございます。これまでの我が国の桜の開花日を比較しますと、

１９６０年代の４月１日には、紀伊半島の太平洋沿岸、四国、九州で開花してい

ましたが、２０００年代では、関東甲信、東海、中国地方でも開花するようにな

っています。地球温暖化の影響か日本列島では着実に桜の開花時期が早くなっ

ているようです。ちなみに２０１７年の桜の開花は、徳島市では平年並みで３月

２８日との予想です。それでは、平成２９年第１回定例町議会の開催にあたり所

信を申し上げます。まず初めに国政ですが、安倍内閣の最重要課題として景気対

策、社会保障制度改革、少子化対策などがありますが、際限なく上昇を続ける医

療給付費の保険負担を継続するためには、それに似合う経済成長が必要です。安

倍首相は、１月の衆議院本会議での施政方針演説において、史上初めて４７全て

の都道府県で有効求人倍率が１を超え景気回復の風が吹いていると言われてい

ますが、日本の少子高齢化が進む中、その継続性には疑問が残ります。現在の社

会保障がいつまで続くのか、先送りし将来世代への負担を増大しているのでは

ないかとの危惧があります。また、原子力発電所の安全基準が大幅に強化され、

今後の再稼働が困難となる中、さらにパリ協定の順守により化石燃料の使用が

制約される中、いかに再生可能エネルギーを普及させていくかが重要な課題と

なっていると思います。今後、我々もそれぞれの地域で整備が可能な再生可能エ

ネルギーについて研究、検討を続けていく必要があると考えています。また、地

方創生に関し安倍首相は、かつてのシャッター通りを来訪者が年間１５万人を

超える商店街に変えた岡山県味野商店街を取り上げ、「自分達の未来は自らの創

意と工夫と努力で打ち破るように」と発言されています。つぎに徳島県の課題で

すが、平成２７年から進めてきた地方創生を加速させることはもちろんのこと

ですが、平成３０年から県への移行が予定されている国保険会計の運営方針を

いかにするか。また、標準税率がどうなるかが我々財政力のない市町村には最重

要課題です。現在、多くの社会問題が地方と都会の人口格差にあることに鑑み、

保険料は極力地方と都会で平準化することを希望します。さて、牟岐町の現状と

課題ですが、今年２月１日現在の人口が４，３７１人、高齢化率が４８％となり

ました。現在の牟岐町の最大の課題は、やはり牟岐町が将来存続していくための

地方創生にあると認識しています。一般的に小売業は人口が４千人を切ると継

続が難しくなると言われています。近年、牟岐町の商工業は人口減少とともに毎

年のように売り上げが落ち、平成２０年には７０億円あった売上げが、平成２５

年に３４億円に半減していることから、おそらく昨年は２５億円を切っている

のではないかと思われます。林業、農業、漁業に続き、商工業も継続性が難しく

なっています。牟岐町は平成２７年に策定した総合戦略において、『教育』と『健



康』をコンセプトとし、あらゆる事業をこれらに関連付け差別化し具体化し進め

ていこうとしています。『教育』をテーマとしたまちづくりとしては、将来の牟

岐町を担う人材を育成するため、これまで実施していた、保・小・中一貫教育や

シラタマ学級に加え、平成２６年からは県と共同でサマースクールを実施して

います。学生を対象とした研修やワークショップなどの活用を通じ、グローバル

人材や起業精神に富む人材の育成とともに仕事の創造、交流人口の増加を図ろ

うとするものです。来年度からは、この事業をさらに進化させるために外部委託

により、計画的、積極的に推進してまいりたいと考えています。また、『健康』

をテーマとしたまちづくりとしては、県下で給付率が高い牟岐町の医療費をで

きるだけ低くし、保険財政を健全化するという目的もありますが、やはり人間が

生涯にわたり充実した人生を送るためには、何よりも健康であることが重要で

す。全ての人に健康で充実した人生を歩んでいただきたいと思います。そのため

にも健康的な食事と適度な運動、さらに特定健診の実施が重要であると考えて

います。したがって、これらをテーマとした各種取り組みを通じ、牟岐町民の皆

さんの健康だけでなく、交流人口の増加と仕事の創造につなげてまいりたいと

考えています。この教育と健康は、直接所得の増、雇用の増、人口の増に結び付

くものではありませんが、全ての人間に必要不可欠なものとして、町民の皆様に

十分ご理解していただくためにも必要な施策に結び付け、事業推進を図ってま

いりたいと考えています。一方、所得、雇用、人口増にかかる直接的な取り組み

として、従来にも増し全ての産業の振興を図っていく必要があります。その起爆

剤となる材料が国や県の主要施策でもある観光振興課と考えています。去る２

月２３日に官報告示された重要伝統的建造物群の出羽島ですが、重伝建の調査

にあたられた京都大学の増井教授が「出羽島の漁村集落を日本の宝として後世

に残して欲しい」と言われています。今後、毎年のように傷んだ住宅等の改修が

進み、将来、多くの方にお越しいただけること、また、町全体の観光振興につな

がることを期待しています。また、今年度はこれまで進めてまいりました、海部

病院の高台移転が完了し、この５月８日に開業すると聞いています。この海部病

院は今後の地域の核として、また、日本で最も進んだ地域医療の取り組みの一つ

として徳島県が進めていますし、近い将来、発生が危惧されている南海トラフ地

震における災害拠点病院として、地方では日本一・二の施設整備状況にあると思

っています。したがって、このような最先端の機能をもった病院ですので、この

海部病院を視察に訪れる方が、しばらく町を賑わせてくれることを期待してい

ます。また、漁業振興として、今年度の補正予算でもご承認いただいていますが、

浜の活力再生プランに基づくアワビの輪採制事業に取りかかっていただいてい

ます。毎年のように水揚げが落ちている漁業ですが、これを機に活気が出てくる

ことを大いに期待しています。最後になりますが、今年２月の徳島新聞に哲学者、



内山節氏がつぎのようなコラムを書いていました。（フランスの田舎では、１９

７５年頃より都会からの移住者が増え始め、現在では田舎の人口の半分以上が

都会からの移住者である。そして日本では、最近ようやく都会から田舎への移住

が始まった。若者は所得は低くても人間らしい生活を求め、自らの価値が認識で

きる田舎を求めて移住を始めている）と。現在、日本各地において、このような

若者を受け入れる取り組みを懸命に進めています。牟岐町もこれらの若者に住

んでみたい町として選ばれるよう、暮らしやすい牟岐町、魅力ある牟岐町の創造

に向け今後とも全力で取り組んでまいりたいと思います。それでは、提案説明に

移ります。本定例町議会に提出の案件は、報告１件、議案２２件です。内訳は 報

告は専決処分で条例の一部改正１件です。議案は、条例の制定、一部改正７件、

補正予算３件、当初予算６件、その他６件となっています。報告第１号、専決処

分した事項の承認。専決第１号、牟岐町モデル木造施設の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例。使用料、入館料の基準額を撤廃する改正です。議案

第１号、特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例。町長、

副町長の給料月額を平成２９年度の１年間、町長は５０％、副町長・教育長は１

０％減額して支給するものです。議案第２号、教育長の給与、勤務時間その他の

勤務条件に関する条例の一部を改正する条例。教育長の給料月額を従前の条例

が適用される平成２９年４月１２日まで、１０％減額して支給するものです。議

案第３号、牟岐町事務分掌条例の一部を改正する条例。水道事業の統合に伴う条

例の改正です。議案第４号、牟岐町税条例等の一部を改正する条例。法律等の改

正により、消費税の税率引き上げの実施時期の変更に対応した所要の規程の整

備を行うものです。議案第５号、牟岐町出羽島渡船利用通園児の補助に関する条

例。出羽島渡船を利用して通園する牟岐保育園児童の保護者に対し通園に必要

な船賃を補助する条例です。議案第６号、牟岐町指定地域密着型サービスの事業

の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例。地域密

着型通所介護の創設に伴う条例の改正です。議案第７号、出羽島交流施設「波止

の家」の設置及び管理に関する条例。出羽島交流施設「波止の家」の設置及び管

理について、必要な事項を定めるものです。議案第８号、徳島県南部地区広域市

町村圏進行協議会の廃止。平成２９年度からは、定住自立圏構想の中で、広域行

政を推進することになり、同一の市町で組織する本協議会を廃止するものです。

議案第９号、牟岐町モデル木造施設「モラスコむぎ」の指定管理者の指定。牟岐

町モデル木造施設「モラスコむぎ」の指定管理者をＮＰＯ法人のカイフネイチャ

ーネットワークとするもので、期間は、平成３２年３月末までの３年間とするも

のです。議案第１０号、工事請負契約の締結。平成２８年度都市防災総合推進事

業（中村・西浦地区）整備工事の工事請負契約を締結するため、議会の議決を求

めるものです。契約の相手方は、株式会社大竹組、代表取締役、戎谷一平、契約



金額は７１，３１４，５６０円、完成工期は平成２９年３月３１日です。議案第

１１号、 工事請負契約の変更。平成２７年度防災拠点避難地整備事業山田地区

残土処理場整備（第４分割）工事の工事請負金額を３，１２９，８４０円増額す

るものです。議案第１２号、平成２８年度牟岐町一般会計補正予算。別冊となっ

ていますので、ご用意ください。今回の補正は、年度末になり不足分に対する予

算計上が中心となっています。歳出の主なものを挙げますと、１１ページ、２款・

総務費、退職手当組合特別負担金で２４，８２７千円を計上しています。１５ペ

ージ、４款・衛生費、繰出金で出羽島簡易水道の赤字補填を計上しています。１

９ページ、７款・土木費、出羽島防犯灯購入費で３，２４０千円、町道舗装維持

修繕工事で３，０００千円の追加をしています。歳入では、保育料を減額してい

ます。町債では、徳島県市町村振興資金債を追加計上しています。今回の補正予

算は歳入歳出、３７，３４９千円を追加し、予算総額を３，２６０，３７９千円

とする平成２８年度牟岐町一般会計補正予算です。議案第１３号、平成２８年度

牟岐町出羽島簡易水道特別会計補正予算。赤字の補填分を一般会計からの繰入

金２，０００千円計上し、同額の使用料収入を減額するものです。歳入歳出の総

額に増減無く、予算総額を２６，３５３千円とする補正予算です。議案第１４号、

平成２８年度牟岐町介護保険特別会計補正予算。歳出では、介護予防事業費を追

加し、歳入では、繰越金を計上しています。歳入歳出それぞれ、４０５千円を追

加し、予算総額を７９１，１３０千円とする補正予算です。議案第１５号、平成

２９年度牟岐町一般会計予算。別冊となっていますので、ご用意ください。平成

２９年度の予算総額は、２，７８５，１３２千円で、２８年度当初予算額より４

３，６５２千円の減額予算となっています。新年度の予算で、新たなもの、特徴

的なものについて述べます。まず、人件費ですが総額で８，４３１千円の減額と

なっています。退職者の給与と新任職員の給与の差が主な減額の要因です。５９

ページ、１款・議会費は１２８千円の減額です。議員共済会公費負担金の減額に

よるものです。６３ページ、２款・総務費は１７４，２４２千円の減額です。タ

クシー利用補助金を計上しています。防災拠点避難地整備事業で県委託料や都

市防災総合推進事業などの工事費を計上しています。地方創生費で牟岐町ふる

さと創生支援事業費、若者未来会議事業費を計上しています。９７ページ、３款・

民生費は２９，６３３千円の減額です。社会福祉総務費の委託料で第３期障害者

計画・第５期障害福祉計画の策定と工事費で共同作業所の解体工事費を計上し

ています。１２３ページ、４款・衛生費は２，５４４千円の減額です。繰出金で

簡易水道会計の経営戦略作成料を計上しています。１３５ページ、５款・農林水

産業費は２５，１８８千円の増額です。林業振興費で神野内妻線・かると線の舗

装工事費を計上しています。漁港管理費で広域漁港整備事業負担金を計上して

います。１４９ページ、６款・商工費は、２５，６９３千円の増額です。観光費



の工事請負費でモラスコむぎの修繕工事を計上しています。１５７ページ、７

款・土木費は、５７，６８９千円の増額です。過疎対策事業費で内妻橋補修工事

を計上しています。社会資本整備総合交付金事業で道路、橋梁工事費を計上して

います。１７１ページ、８款・消防費は、２，１５２千円の減額です。消防に関

する経常的な経費を計上しています。１７５ページ、９款・教育費は、４１，２

１９千円の増額です。出羽島重伝建事業で波止の家の管理委託料、修理・修景事

業補助金を計上しています。また、人財づくり事業で人財づくり業務委託料を計

上しています。２１１ページ、１０款・災害復旧費は、経常的な経費の計上です。

２２１ページ、１１款・公債費は、１５，２５６千円の増額となっています。２

１５ページ、１２款・諸支出金、１３款・予備費は、２８年度とほとんど同額で

す。続きまして、歳入です。１ページ、町税は、２８年度から２，３５２千円増

額計上しています。１７ページ、地方交付税は、３００千円を減額計上していま

す。１９ページ、分担金負担金は、民生費負担金の保育料の減額等により７，７

６９千円減額して計上しています。２５ページ、国庫支出金は４８，７１１千円

の減額です。土木費補助金で社会資本整備総合交付金を３９，３９０千円を計上

しています。教育費補助金では、伝統的建造物群保存地区保存整備事業補助金で

１４，０４３千円を計上しています。３１ページ、県支出金２，０９０千円の増

額です。民生費補助金で子ども子育て支援交付金を計上しています。農林水産業

費補助金で地積調査費補助金を計上しています。４５ページ、財産収入では、清

水地区の国道５５号牟岐バイパスの用地買収の関係で、財産売払収入、４５，０

００千円を計上しています。４９ページ、繰入金は、財政調整基金を昨年度と同

額の２５０，０００千円取崩し、事業の財源としています。５９ページ、町債は、

当初に過疎債、徳島県市町村振興資金債、臨時財政対策債を合わせて２８５，５

００千円を計上しています。平成２８年度より３６，２００千円の減額となって

います。一般会計について、大まかな説明となりましたが、詳しくはのちほど、

関係課長から説明をさせますので、よろしくお願いします。議案第１６号、平成

２９年度牟岐町簡易水道事業会計予算。平成２９年度から牟岐町上水道会計と

牟岐町出羽島簡易水道特別会計を統合して牟岐町簡易水道事業会計となります。

平成２９年度の業務予定量としては、給水戸数２,４３５戸、年間総給水量７１

万立方メートル、１日平均給水量１,９４５立方メートルとし、収益的収入を１

４９，２２６千円、収益的支出を１４６，２６３千円と定めるものです。資本的

支出で防災道路配水管布設工事、内妻橋耐震補強工事に伴う配水管布設替工事

を計上しています。議案第１７号、平成２９年度牟岐町国民健康保険特別会計予

算。歳入歳出予算の総額を９３４，５６４千円と定めるもので、前年度に比べ４

６，２９０千円の増額の予算です。歳出では、保険給付費で５３５，１５４千円

と前年度に比べ１３，３９５千円の増額、共同事業拠出金で２５１，７８０千円



と２７，３８７千円の増額となっています。歳入では保険税１１２，２１８千円

で前年度に比べ１，１６５千円の増額となっています。一般会計からの繰入金は、

７８，５２４千円で１，４５１千円の減額となっています。危機的な財政運営が

続いており、現予算額では保険給付費の不足が見込まれますので、年度途中で一

般会計からの繰り入れが必要と考えています。議案第１８号、平成２９年度牟岐

町青少年健全育成センター特別会計予算。歳入歳出予算の総額を７，２９９千円

と定めるものです。この会計は、海部郡３町の負担金と繰入金を財源とするもの

で、牟岐町一般会計からは１，３４２千円の繰り入れを行っています。議案第１

９号、平成２９年度牟岐町介護保険特別会計予算。歳出は、保険給付費７３３，

９５９千円、地域支援事業費３４，０５１千円などを計上しています。歳入は、

介護保険料１２８，３３１千円、国庫支出金２３３，６６５千円、県支出金９７，

３１２千円、支払基金交付金２０９，７８８千円を計上しています。一般会計か

らの繰入金は１１０，７０４千円となっています。歳入歳出予算の総額を７８０，

２３２千円と定めるものです。議案第２０号、平成２９年度牟岐町後期高齢者医

療特別会計予算。この会計は、後期高齢者医療の保険料を徴収し、一般会計から

の保険基盤安定負担金分の繰り入れと合わせて、後期高齢者医療広域連合へ納

付金として支出する会計です。平成２９年度の歳入では、特別徴収、普通徴収合

わせて、７２，１３０千円の保険料、一般会計繰入金２９，５８８千円など。歳

出では、広域連合納付金１００，４２１千円とするものです。歳入歳出の総額を

それぞれ１０２，７５３千円と定める予算です。議案第２１号、教育長の任命。

本年４月１２日で任期満了となる教育長に峯野高明氏を任命する議案です。任

期は３年間で平成３２年４月１２日までとなります。議案第２２号、牟岐町固定

資産評価審査委員会委員の選任。本年５月１４日に任期満了となる委員、小栗拓

也氏の再任の議案です。任期は３年間で平成３２年５月１４日までとなります。

以上で提案説明を終わりますが、詳細については関係課長から説明をさせます

ので、よろしくご審議のほど、お願いします。 

 


